
 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月２９日に収穫を終えた小麦は、約６

００ｈａの一般きたほなみの粗麦推定数量

が約８万俵、１０ａあたり１３．２２俵（製

品推定数量は約７万２千俵、１０ａあたり

１１．９０俵、製品推定歩留り９０％) とな

っております。前年と比べ粗麦数量は反収

３．０３俵上回る見込みとなっております。 

種子きたほなみについては、約５２ｈａで粗麦

推定数量が約７千百俵、１０ａあたり１３．６０俵

（製品推定数量は約６千４百俵、１０ａあたり１

２．２４俵、製品推定歩留９０．００％）となってお

り、前年と比べ粗麦数量は反収２．９２俵、製品

数量は反収１．９９俵上回る見込みとなりまし

た。 

 ８月１２日には、３年産種子小麦（きたほ

なみ）の等級鑑定検査が札内農協加工セン

ター内米麦改良協会検査場で行われ、品位

検査の結果、一等級と評価されました。 
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馬鈴薯については８月１２日に本組合の坪堀り調査が行われました。結果を見ると、男爵

の規格内俵数は４２．９俵、メークインは４７.３俵、トヨシロは６１．８俵となっていま

す。全品種において、規格内俵数は前年より低くなっています。ライマン価については、男

爵は１３．６％、メークインは１２．２％、トヨシロは１５．２％となっており、トヨシロ

は前年より高くなりましたが、それ以外の品種につきましては前年より低くなっています。

でん粉原料用専用品種のコナヒメにつきましては、１０ａ当たり総俵数が５６．５俵、ライ

マン価１６．６％となり、総俵数、ライマン価ともに前年より低くなる結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月６日に廃プラ回収が、当農協野菜集出荷セ 

ンターで行われました。ラップフィルム等の農ビ 

・農ポリ、肥料袋やパックを組合員各自が自宅で 

パック詰めした後、野菜集出荷センターに持ち込 

み、担当職員がパック一つずつ確認しながらトラ 

ックから降ろしていきました。回収された廃プラ 

は約２８ｔで、主に㈱苫小牧清掃社へ運び込まれ 

、再資源化され多方面で利用されています。 

毎年２回行われている廃プラ回収は、次回１１ 

月下旬の予定となっています。 

 


